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 当検査センターでは、先生方の診療の合間を利用して出前勉強会を開催させていただいて

おります。日常診療の中でお困りのこと、あるいは検査に関するお問合せ等、当検査センタ

ー職員から直接ご説明いたします。 

 

 

■提供できるコンテンツ一覧 

 分野 タイトル 内容 

1 感染性胃腸炎 
感染性胃腸炎（ノロウイルス

等）について 

■予防（消毒方法、日々の注意点） 

■集団発生事例紹介 etc. 

2 アレルギー アレルギー検査 
■アレルギーのタイプと反応の仕組み 

■食物アレルギー（アレルギーマーチ） etc. 

3 肝炎 C 型肝炎 
■感染経路と針刺し事故後の対応について ■Ｃ型

肝炎の検査（種類・内容） ■広島市基本検診 etc. 

ウイルス抗体検査について 
■ウイルス検査の必要性 ■抗体検査における注意

点 ■広島市におけるウイルス検出状況（2006 年）etc.

クラミジア・トラコマティス感染

症について 

■クラミジア感染症の概要 ■検査 

■治療 ■当検査センターの検査内容 
4 ウイルス 

高病原性鳥インフルエンザ 
■高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）の脅威 

■インフルエンザ（H5N1）対応フローチャート etc. 

5 
ヘリコバクター

ピロリ 

便中ヘリコバクターピロリ抗原

について 
■診断 ■精度 ■料金 ■メリット etc. 

6 採血 採血のワンポイント 
採血にまつわる色々な問題 

■ホルダー採血 ■溶血を防ぐには ■採血量 etc. 

7 
検査案内 

症例報告 

『総合検査案内’06』の活用法

『症例報告（成人の百日咳）』 

■検査案内の変更ポイント 

■成人における百日咳の診断ポイント 

8 血液型 血液型と不規則性抗体 
■血液型の基本 

■間接クームス・直接クームスの説明 

先天性代謝異常検査の紹介 
■検査の概要 ■フェニールケトン尿症からクレチン

症までの 6 疾患について ■採血上の注意 

細菌検査の紹介 1 
■検体採取時の注意点 ■各種材料の採取と保存方

法 ■細菌検査の流れ ■検出菌の説明 

細菌検査の紹介 2 
■MIC（最小発育阻止濃度）の読み方 ■各種耐性菌

■検体採取と保存方法 etc. 

結核菌 ■結核の概要 ■検査の紹介 ■結核の疫学 

細胞診検査の紹介 
■受付から報告までの流れ ■細胞判定の方法 

■細胞像（婦人科）供覧 

9 検査室紹介 

血液検査の紹介 
■受付から報告までの流れ ■測定方法の原理とデ

ータの見方 ■血液像の供覧 

出前
．．

勉強会のご案内好評 

学術データインフォメーション課 

（☎0120-14-8734/082-247-4325）
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【ご案内】 生体検査のご依頼方法について 

 当検査センターでは、広島原爆障害対策協議会の協力のもと生体検査を実施しております。 

 生体検査のご依頼方法については、『総合検査案内’06』の P20～P21 に記載しておりますので

ご参照ください。 

 なお、「CT」「MRI」「心エコー」の検査は、ご依頼時にセンター請求（※１）と医療機関請求（※２）

をお選びいただけます。 

 その他の検査は医療機関請求となりますのでご了承ください。 
 
（※１）センター請求…当検査センターにてレセプト請求を行います。 

              診療情報提供料Ⅰ（250 点）を算定してください。 

（※２）医療機関請求…医療機関にてレセプト請求をしてください。 

               当検査センターから医療機関へ検査料を請求させていただきます。 

■提供できるコンテンツ一覧 

 分野 タイトル 内容 

9 検査室紹介 MRSA 
■概要・特徴 ■検出時のポイント 

■院内管理のポイント 

コミュニケーション研修 1 
■職場内で何が起こっているのか 

■4 つのタイプ分け 

コミュニケーション研修 2 
■職場におけるコミュニケーションの重要性

■コミュニケーションのベーシックスキル 10 コミュニケーション 

コミュニケーションに必要な「知識」

と「技術」 -聴くスキル- 

■4 つのタイプ分け診断 

■聴くスキル 

11 管理職 管理職研修 
■4 つのタイプ分け 

■リーダーシップに必要な基本 

※その他のテーマについてもご相談承ります。 

※一覧表にある勉強会について、特にご希望等ございましたら、お気軽にご相談ください。 

■聴講者の声 

◎鳥インフルエンザ発症から対処法までがわかりやすかったです。 

◎（鳥インフルエンザについて）県内での “ Ｈ５Ｎ１ 対応シート ” がよくわかりました。

◎百日咳は小児に多いと思っていましたが、成人の罹患率が多いことに驚きました。 

◎実際にどうやって検査を行っているのか見てみたくなりました。 

◎検体提出の際、わからないときには総合検査案内書を開いてみようと思います。 

◎薬剤科のため直接関係はないのですが、アレルギーの話は参考になりました。 

◎院内感染に対する危機意識を高めるいいキッカケになりました。             他多数 

お問合せ先
学術データインフォメーション ： 0120-14-8734 / 082-247-4325 

あるいは最寄りの営業員に直接お尋ね下さい。 
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